
子どもたちの傘がゆれる水溜り

校長 中熊 豊仁
「うあわ、うわあ。」
「びちょびちょになったよお。」

ある雨の日のことです。正門から校庭に入ったところで、黄色い傘がいくつか動いていま
す。傘から伸びた色とりどりのかわいい雨靴が、同じ場所で右、左と交互に上がったり下が
ったりしています。そして、玄関からそこへ私が着くまでに一つ二つと傘がふえていきます。

「どうしたの。」
…あいさつ以外返事は返ってきません。よく見ると、どうやら子供たちは水たまりを「感
じて」いるようです。やわらかくなった土、水の冷たさ、ぺちゃぺちゃする水の音、波紋、
空気や泥、水の匂い…。目や耳をはじめ、五感で、晴れの日には無い感触を味わっている
ようです。目は足元だけを見つめ、声はあまり聞こえてきません。うまく表現できないけ
ど、なんだか楽しいのです。時に、強く足を下ろして泥水が跳ね、他の子にかかると、ち
ょっとした抗議の言葉が聞こえてきます。でも、それもすぐに止みます。子どもたちにと
っては、水たまりでさえ、意識はしていないけれど、何らかのときめきを感じる大切な学
びの場となっているようです。

そんな子どもたちの様子を見ながら、最近耳にしたあるお母さんの話を思い出しました
……午前は晴れて、午後から雨が降った日のことです。同僚の方が「うちの子は傘を持っ
ていっていないんだろうなあ。」と言ったので、「もう退勤の時間だから、今から学校に持
っていけばいいよ。」と伝えました。すると、その同僚の方は答えました。

「私は、いつも天気予報を見て自分で判断するように言っています。兄妹でも全然違い、
妹はもしもの場合は学校の傘を借りて帰ってくるけど、上の子は、自分で伝えるのが恥ず
かしくて傘を借りられず、びしょぬれで帰ってくることがあります。でも、自分で考えて
動ける子になってほしいのです。雨に濡れたらそれでいいし、それをいやだと感じるので
あれば、自分でどうにかできるようになってほしいのです。
自分で歩くことも大事だと思うのです。だから、お迎えにも
絶対に行きません。自分自身で学び、いつかできるようにな
ることを信じています。」……
梅雨の時期が来ると、いろんなことを考えさせられます。

今年は例年よりとても早い梅雨入りとなりました。
大雨、雷注意報や線状降水帯の予報等、この時期は、安心・安全に気を遣う時期です。

雨が続く時期の時期は、天気に関するホームページやアプリケーションをいくつも並べて、
にらめっこが続きます。ただ、予報は様々で、どれを信じていいのか分かりません。情報
が多いのも考えものです。ですから、登下校に支障がないかどうかは、校区内を巡視して
確かめるようにしています。今年の梅雨は早く明けるのでしょうか。

……10分後、正門から校舎の方を振り返り、思わず吹き出します。さっきの場所に、さ
っきよりもうんとたくさんの傘がゆれ、水たまりを埋めつくしているからです。どうやら、
後から後から登校した子たちが、みんな同じことをしているようです。始めからいた子は、
もう15分以上、そこにとどまっていたようです。

「おーい」遠くから教頭先生の声が聞こえました。すると、たくさんの傘が一斉にぴん
と立ち、左右に揺れて、ある瞬間にピタッと止まりました。声の主の方向が分かったよう
です。すると、傘は一つ、二つと、校舎に向かい始めました。
おかしくて、また一人で吹き出してしまいました。



 
 
 
 
 
 

引き渡し訓練 ～集団下校の仕方・向江の仕方の訓練～ 

 6 月８日に PTA 親睦バレーボール大会が行われました。当日は、多く

の方に御参加いただきました。ファインプレ―もたくさんあり、大いに盛り上

がった大会となりました。優勝は、3 年 2 組でした。おめでとうございます。

たくさんの方と交流でき親睦も深まった大会となりました。今後も PTA へ

の御協力をよろしくお願いします。 

6 月５日は、学校評議委員会・学校関係者評価委員会が行われまし
た。錦江小学校の様子を説明し、授業を通して子どもたちの様子を参
観していただきました。委員の皆様からは、「1 年生の挨拶がすばら
しい。朝から元気出る。」「子どもたちが楽しく授業をしている姿よか
った。」などの意見をいただきました。学校・子どもたちのために様々
な御意見をいただきました。今後しっかりと役立てていきます。あり
がとうございました。 

PTA 親睦バレーボール大会 ～親睦を図るために～ 

災害時の子どもたちの安全を確保し、速やかに下校できる体制を
整えるため、引き渡し訓練を行いました。子どもたちは落ち着いて、
安全に行動し、静かに待つことができました。また、上級生が下級
生のサポートをするなど、災害時の行動について学ぶことができま
した。お迎えに御協力いただきありがとうございました。 

７月行事 
１日(火) 教育相談（～16 日） 
     水泳授業参観（～４日） 
２日(水) 租税教室（６年） 
７日(月) 読み聞かせ（全学年） 
８日(火) SOS の出し方教育（６年） 

１０日(木) あいあい号来・プール清掃 
１１日(金) SOS の出し方教育（５年） 
１２日(土) 土曜授業・全校朝会 
１８日(金) １学期終業式 ※  
２１日(月) 水難事故防止運動強調週間 
      （～8/31 日） 

【授業参観の様子】 

【クモ合戦観覧】 

【引き渡し訓練】 

【PTA 親睦バレー大会】 

クモ合戦観覧 ～ 400 年つづく蜘蛛愛―。～ 

クモ合戦は、島津義弘公が、兵士を元気づけるためにコガネグモ
を集めて戦わせたのが始まりと伝えられています。当日は、学級対
抗でクモ合戦を行いました。子どもたちのクモを見る真剣な眼差
し、そして合戦中のクモの動きに大興奮で、その熱意は、全力で応
援する姿に表れていました。今もなお伝承されているクモ合戦を錦
江小で行っていだたきました「くも合戦保存会」のみなさま、本当
にありがとうございました。 

学校評議委員会・学校関係者評価委員会 

学校保健委員会・歯科指導 

６月 11 日に学校保健委員会、13・16 日に歯科指導が行われまし
た。学校保健員会では、子どもたちの委員会の取組を発表し、学校
医の先生方から、歯の健康や校舎内の環境についてお話をしていた
だきました。今後、指導に生かしてきます。また、濱川歯科医院・ゲ
ン歯科医院の御協力のもと、歯科指導を行いました。歯磨きの仕方など
詳しく指導していただきました。ありがとうございました。 

スクールゾーン対策委員会 
不審者対応訓練 

６月４日にスクールゾーン対策委員会、
１１日に不審者対応訓練を行いました。
対策委員会では、各地域から危険箇所
についての報告や顧問の方々から貴重な
御意見が出されました。今後、子どもたち
の安全を守るために役立てていきます。ま
た、不審者対応訓練では、「１１０番の家」
の寺師健次さんに来ていただき、実際の
場面を想定した訓練を行い、不審者に遭
遇したときにどのように行動すればよい
かを考えながら学習を深めることができ
ました。ありがとうございました。 

【歯科指導】 

【不審者対応訓練】 

【不審者に遭遇した場面】 


